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【第 77 回福岡大会終了報告】 

樋口 重和（九州大学） 

 2018 年 6 月 16 日（土）～17 日（日）に日本生

理人類学会第 77 回大会を九州大学大橋キャンパ

スで開催しました．大会参加者 196 名（公開講座

の一般参加を含めると約 240 名），懇親会参加者

144 名と沢山の参加者に恵まれました．梅雨中の

開催でしたが両日とも晴天で天候にも恵まれま

した．今大会では一日目に「睡眠」をテーマに特

別講演とシンポジウムを企画しました．特別講演

では国立精神・神経医療研究センターの三島和夫

先生に「ヒトの睡眠の多様性」についてご講演を

頂きました．その後のシンポジウム１では第 13回

人類学関連学会協議会合同シンポジウムとして，

日本人類学会，日本文化人類学会，日本民俗学会，

日本霊長類学会，日本生理人類学会からそれぞ

れ，睡眠を専門に研究されている先生方にご登壇

いただきました．睡眠の多様性をキーワードに，

進化，生理，文化の面から，人にとっての睡眠，

あるいは夜の過ごし方について見つめなおす機

会となりました．一日目の特別講演とシンポジウ

ムは一般公開で実施しました．社会の睡眠への関

心を反映して，一般の参加者も 40 名を超え，会

場はほぼ満席でした． 

 二日目のシンポジウム２では，「人工環境への

ヒトの適応」をテーマとしました．本シンポジウ

ムでは，温熱，光，栄養，エイジング，脳，遺伝

分野の研究において，生理人類学会を代表する方

々にご登壇いただきました．変化し続ける人工環

境に私たち人間は適応できているのでしょう

か？ また，未来に向けてヒトの適応研究はどの

ような可能性を秘めているのか？ これらの課題

にアプローチしていくにあたっての生理人類学

の魅力は何か？ 学会としての研究の方向性を示

すことができたシンポジウムだったと思います．

二日目のシンポジウムについては，本学会の和文

誌に論文として掲載される予定です． 

 

睡眠について人類学者が語る（シンポジウム 1） 

 
三島和夫先生の特別講演（会場はほぼ満席） 

 一般発表もとても盛り上がりました．演題数は

64 題でした．生理人類学らしく様々な分野から興

味深い演題がたくさん集まりました．口演，ポス
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ター問わず，とても熱心なディスカッションが行

われました．二日目の最後のポスター発表は大会

の集大成としてスパークリングワインを片手に

質疑応答を行うこともできました．また，今大会

初めての試みとして，一日目の昼休みに，若手の

会のランチョン型式の交流会を実施しました．二

日目の昼休みは，機器展示の企業によるランチョ

ンプレゼンも実施しました．全体として，知らな

い人同士がつながる機会を少しでも多く作れた

のではないかと思います．そして，今回の大会に

参加された方が，次の大会にもぜひ参加してみた

いと思われた大会であったとしたら，成功と言え

ると思います． 

 

ポスター会場（熱い議論が繰り広げられました） 
 

 余談ですが，今大会でプログラムの内容以外で

最も力を入れたのはアイスコーヒーだったかも

しれません．76 回京都大会にならってポスターシ

ョートプレゼンの時の発表者と聴衆の距離感を

詰めるためにどうしたらよいか色々と思案しま

した．その一つがおいしいアイスコーヒーの提供

でした．新鮮な豆にこだわった結果，コーヒー店

からのケータリングという選択は消えました．課

題は，大量のアイスコーヒーをどのようにして短

時間で作って，短時間で提供するかでした．水出

しコーヒーだとキレが足りません．試行錯誤の結

果，前日の夜にコーヒーを入れ，ジップロックの

袋に小分けにし，薄い板上の氷コーヒーを大量に

作っておきます．当日の朝に新鮮な豆でホットコ

ーヒーを入れ，砕いた氷コーヒーと１：１の割合

で混ぜあわせて急冷する方法にたどり着きまし

た．この方法で，二日間で約 50ℓ近いアイスコー

ヒーを提供することができました．その甲斐あっ

て，「このコーヒーおいしい」という言葉もたく

さん頂きました． 

 最後に準備の段階も含め，この大会を成功に導

いてくれた実行委員の方々，学生スタッフの方

々，協賛いただいた企業の方々に深くお礼申し上

げます．また，ご発表いただいた方々，参加して

いただいた方々，関連するすべての方々に心より

御礼申し上げます．次は 78 回大会でお会いでき

ることを楽しみにしています． 

 
大会々場の外観（天候に恵まれました） 

 

【第 78 回東京大会のご案内（第 2 報）】 

恒次 祐子（東京大学） 

 本年 10 月に東京大学農学部弥生講堂において

第 78 回大会を開催させていただくことになりま

した．本学会は今年創立 40 周年を迎えます．そ

こで第 78 回大会中に記念シンポジウムを開催す

るとともに，懇親会は 40 周年祝賀会を兼ねて行

う予定です．また，東原和成教授（東京大学）に

よる嗅覚に関する特別講演，ならびに来年国際生

理人類学会議（ICPA2019）大会長を務められる

Fook Tim Chew 先生（シンガポール国立大学）を

お招きしてのシンポジウムも企画しております．

40 周年となる節目の大会に，ぜひご参加くださ

い． 
 

 PANews Vol. 28，No. 2（5 月出版）掲載の第 1

報からの変更点をお知らせします． 

・ 大会ウェブサイトが開設され，発表申込みお

よび参加登録の受付を開始しました． 

・ 本大会中に学会創立 40 周年記念事業（記念シ

ンポジウムおよび祝賀会）を開催いたします．

第 78 回大会には参加せず，記念事業にのみ参

加される方は学会ウェブサイトより「創立 40

周年記念事業のお知らせ」をご参照の上，記

念事業への参加申込をしてください． 

・ シンポジウム II の講演者を追記しました． 

・ 懇親会費を追記しました． 

○日時：2018 年 10 月 27 日（土），28 日（日） 

○会場：東京大学農学部弥生講堂 

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農

学部内（東京メトロ 東大前駅（南北線）徒歩 1

分，根津駅（千代田線）徒歩 8 分） 
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○特別講演・シンポジウム（予定）： 

1. 大会特別講演 

東原和成（東京大学大学院農学生命科学研究

科 応用生命化学専攻 教授）「嗅覚の進化と

適応における意義（仮題）」 

2. シンポジウム I「日本生理人類学会創立 40 周

年記念シンポジウム」 

司会：山内太郎（北海道大学），基調講演：

安河内 朗（日本生理人類学会会長，九州大

学），討論：山内太郎，岩永光一（日本生理

人類学会副会長，千葉大学），樋口重和（九

州大学），恒次祐子（東京大学） 

3. シンポジウム II「アジア人の遺伝的背景と生

理的多型性～生理人類学からの国際情報発

信～（仮題）」 

基調講演 Fook Tim Chew（シンガポール国

立大学 理学部生物学科 准教授） 

シンポジスト 

大橋 順 （東京大学大学院理学系研究科），

木村亮介（琉球大学大学院医学研究科）他 

 
第 78 回東京大会々場の弥生講堂内観 

○申込日程： 

 発表申込締切：8 月 24 日（金） 

 参加登録･概要提出･早期支払締切： 

 9 月 21 日（金） 

大会 HP（http://jspa.net/congress78）をご参照の上，

参加登録フォームよりお申込み下さい． 

○参加費： 

2018 年 9 月 21 日（金）まで 

 正会員 8,000 円，非会員 10,000 円，学生会員 

 3,000 円，学生非会員 4,000 円 

2018 年 9 月 22 日（土）以降 

 正会員 9,000 円，非会員 10,000 円，学生会員 

 4,000 円，学生非会員 5,000 円 

〇懇親会費： 

正会員 6,000 円，非会員 7,000 円，学生（正会員

／学生会員）3,000 円 

○問い合わせ先： 

日本生理人類学会第 78 回大会事務局 

メールアドレス：jspa78@jspa.net 

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 

東京大学大学院農学生命科学研究科 生物材料科

学専攻 木材物理学研究室 

恒次祐子（つねつぐゆうこ） 電話：03-5841-5251 

 

【本学会創立 40 周年記念事業のお知らせ】 

安河内 朗（日本生理人類学会々長） 

 日本生理人類学会は，お陰様で 40 周年を迎え

ることができました．誠にご同慶の至りです．

1978 年に「生理人類学懇話会」として誕生し，懇

話会は研究会を経て 1987 年に「生理人類学会」

となり，1994 年にドイツ生理人類学会の設立を機

に「日本生理人類学会」と改称しました．そして，

本年 11 月に創立 40 周年を迎えることとなりまし

た．ここまで発展的にこられましたのもひとえに

会員の皆様の一方ならぬご理解，ご協力と研究成

果の賜であります．改めまして心よりお礼を申し

上げます． 

 つきましては，この 40 年間を振り返って学会

と皆様のさらなる発展を願い，日本生理人類学会

創立 40 周年記念事業を開催致します．折しも本

年 10 月 27-28 日の両日，東京大学弥生キャンパ

スにて恒次祐子大会長（東京大学）のお世話によ

り第 78 回大会が開催されますことから，本大会

プログラムの一部を兼ねた企画として，下記のよ

うに 10 月 27 日（土）に記念シンポジウムと祝賀

会を執り行うことと致しました． 

 本学会のこれまでの歩みとこれからの進むべ

き道筋を，会員の皆様と共にたどることができる

よう切に願っております．たくさんの皆様のご参

加を心よりお待ちしています． 

---------- 記 ---------- 

期日：2018 年 10 月 27 日（土）16 時～21 時 

記念シンポジウム（東京大学農学部弥生講堂） 

司会 山内太郎（北海道大学） 

講演「40 年を振り返って，これから向かう先をみ

る」安河内 朗（九州大学） 

討論「日本生理人類学会のこれから」山内 太郎

（モデレータ･北海道大学） 

討論者：岩永光一（千葉大学），樋口重和（九州

大学），恒次祐子（東京大学） 

祝賀会（19 時～21 時，東京ガーデンパレス 

https://www.hotelgp-tokyo.com/） 

参加費：正会員 6,000 円，非会員 7,000 円，学生

3,000 円 

※第 78 回大会の懇親会を兼ねて開催します． 
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【学会各賞授与】 

 第 77 回大会表彰式において，学会各賞が授与

されました．授賞式での御写真と共に受賞された

皆様のお言葉を掲載致します． 

 

【学会大賞】 

Alan C. Logan 

 (International Inflammation Network, Research 

Group of the Worldwide Universities Network)  

 

Alan C. Logan 氏 

   On behalf of my co-authors – Drs. Jeff Craig, 

Susan Prescott，Felice Jacka，Eva Selhub，Vicent 

Balanzá-Martínez, Martin Katzman and Alison 

Bested - I am deeply indebted to the Japan Society 

of Physiological Anthropology for the honor of a 

research award. The Society remains committed to 

providing opportunities for researchers with varied 

backgrounds to present multidisciplinary research 

and unique perspectives. In an era of rapid 

urbanization， an epidemic of non-communicable 

diseases, environmental degradation，biodiversity 

losses and climate change，it is essential that we 

have a deeper understanding of the physiological - 

hence，medical and health - consequences of a 

changing environment. The complexities of these 

'grand challenges of modernity' require collective 

thought and action; the Journal of Physiological 

Anthropology is a great unifying hub where 

researchers can see the immediate relevancy of 

overlapping topics - such as experience in natural 

environments and dietary choices as they meet stress 

physiology and immune responses the modern 

environment.  

   Scientific inquiry and discourse from the 

perspective of physiological anthropology is 

essential，because it provides a pathway to help 

solve some of humankind's most pressing problems. 

If we can understand how various factors in the 

modern environment influence metabolism，immune 

function，the microbiome，stress physiology and 

other aspects of human biological responses to the 

environment - and how it might be "mismatched" 

based on our ancestral experiences - creative 

solutions will more likely follow. To the Society，I 

say thank you for your unwavering commitment to 

humankind，and the health of the Earth's natural 

systems upon which life depends. 

 

 

【優秀論文賞】 

若林 斉（北海道大学） 

 この度は，Journal of Physiological Anthropology

に掲載されました論文「Neuromuscular function 

during knee extension exercise after cold water 

immersion」に対し，2017 年度優秀論文賞を賜り，

大変光栄に存じます．本論文をご推薦いただきま

した学会各賞選考委員の先生方に厚く御礼申し

上げます．受賞が決まった理事会の席で，審議中

退席しまして，選考委員長のジョークと共に理事

の先生方から拍手で迎えられた際は，大変嬉しく

温かい気持ちになりました． 

 本論文は，寒冷水浸によって骨格筋温度を低下

させた際の筋機能について，膝伸展運動時の大腿

部筋活動を表面筋電図により評価したものです．

主な結果として，より低水温環境に曝露されるほ

ど，同一強度の運動を行った際の筋電図平均周波

数の徐波化が生じることを示しています．この筋

電図徐波化は，筋の冷却に伴う筋線維伝導速度の

低下等と関連付けられており，筋温が低下した際

の運動パフォーマンス低下の一因と考えられま

す．現在，骨格筋冷却下での運動時における解糖

系代謝動員や，寒冷環境での巧緻性作業パフォー

マンス低下とその生理的要因などについても研

究を進めていますが，本論文における基礎的な成

果は，寒冷環境における筋活動を理解する上で有

益な情報となり得ると考えています． 

 本研究は，私が九州大学芸術工学研究院の栃原

裕先生の研究室にポスドクとして在籍していた
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際に行ったもので，当時大学院生だった Titis 

Wijayanto さん（現，Gadjamada 大学）と共同で実

験を行いました．環境制御室に設置された可動床

式の実験用水槽など，恵まれた研究環境を活用し

て実施することができました．研究で使用した水

陸両用膝伸展運動負荷装置を自作するにあたっ

て，技官の藤原睦弘氏に鉄鋼の加工や設置などの

際ご協力いただきました．論文中に実験用水槽と

運動負荷装置の写真を掲載しておりますので，是

非ご覧ください．また，筋電図の測定・解析に際

して，当時助教をされていた石橋圭太先生（現，

千葉大学）には大変お世話になりました．また，

冷たい水に何度も浸かっていただいた被験者の

みなさんのおかげで貴重なデータを得ることが

できました．ここに感謝の意を表します． 

 寒冷環境における身体パフォーマンス低下と

その生理的メカニズムや個人特性の解明は，自然

災害を含む偶発性の水難事故や，寒冷地屋外作

業，ウインタースポーツ，マリンスポーツ等にお

ける長時間寒冷曝露の際のリスク管理やパフォ

ーマンス低下の軽減などに役立てられると考え

ています．現在，研究室の学生や共同研究者と継

続中の研究課題についても学会発表や論文によ

って学会員の皆様に報告させていただきたいと

思います．今回の受賞を励みとしまして，一層努

力して参りますので，今後ともご指導いただけま

すようお願い申し上げます． 

 

 

【優秀論文賞】 

中山 一大（東京大学） 

 この度は，拙著“An adaptive variant of TRIB2, 

rs1057001, is associated with higher expression levels 

of thermogenic genes in human subcutaneous and 

visceral adipose tissues”に過分なるご評価を賜りま

して，恐悦至極に存じます．本論文を推薦して下

さいました皆様に厚く御礼申し上げます． 

 本論文は，私が前任地の自治医科大学で実施し

た研究の一部の成果をまとめたものです．TRIB2

という遺伝子は，細胞内の情報伝達の一部を担う

タンパク質をコードしており，脂肪細胞の分化な

どに寄与していると考えられています．この遺伝

子上に存在する一塩基多型（SNP）のひとつであ

る rs1057001 は，TRIB2 の発現量に影響を与える

機能的 SNP で，日本人の内臓脂肪蓄積量に強く影

響を与えています．さらに，少ない内臓脂肪蓄積

量と結びついたアレルが，最終氷期に自然選択に

よって東アジア人の祖先集団中に急速に広まっ

たことを支持するデータが得られていました

（Nakayama K et al. Hum Genet. 2013 132:201-217）． 

 本論文では，TRIB2 の rs1057001 は，代謝性熱

産生量を増大させることにより寒冷環境で適応

的にはたらいていた・・・という仮説に基づいて，

同多型の遺伝型と熱産生関連遺伝子群の発現量

との関係を，日本人成人 48 名から提供された脂

肪組織を用いて検証しました．その結果，

rs1057001 の内臓脂肪減少アレルをホモ接合で保

有している被験者の皮下脂肪組織では，DIO2，

CIDEA，PPARGC1A および PRDM16 といった熱

産生関連遺伝子のメッセンジャーRNA 量が高い

ことが明らかになりました．一方，FSN や SCD1

などの脂質合成に関わる遺伝子には，rs1057001遺

伝型間での相違は認められませんでした． 

 以上，幸いにも当初の仮説を支持する結果を得

ることができましたが，TRIB2 がどのような機序

で代謝性熱産生の個人差に関与しているのかは

未だ明らかになっておりません．この SNP と過去

のヒトの寒冷適応との関係をより明らかにする

ためには，詳細な生理人類学実験・細胞生物学実

験が必要でありますので，引き続き研究を進めて

いきたいと考えております． 

 私が初めて日本生理人類学会大会に参加させ

ていただいたのは 2013 年の石川県大会でした．

まだまだ新参者ですが，会員の皆様にご評価いた

だきましたことを，驚きつつも大変嬉しく感じて

おります．この受賞を励みにして，一層精進する

所存ですので，何卒よろしくお願いいたします．

最後に，貴重な生体試料を提供して下さった研究

参加者の皆様にこの場を借りて改めてお礼を申

し上げます． 

 

 

【Best Reviewer Award】 

Loh Ping Yeap（九州大学） 

  First and foremost, it is my utmost honour to 

receive the 2017 Best Reviewer Award. I could not 

express my gratitude more as I am very sure that 

there are other capable reviewers out there who also 

deserve this award.  

   The opportunity to be a researcher and reviewer 

has widened my research experience. Contribution 

of every reviewer in peer-review process has ensures 

the advancement and quality of scientific research in 

the field of physiological anthropology.  

   Lastly, I would like to express my deepest sense 

of gratitude once more to Journal of Physiological 

Anthropology. 
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左から中山一大氏（東京大学），安河内朗･本学会

々長，若林斉氏（北海道大学） 

 

右から Loh Ping Yeap 氏と中村晴信･Chief Editor 

 

【第 76 回京都大会優秀発表賞授与】 

 昨秋開催されました第 76 回京都大会（若村智

子大会長）における 3 名の優秀発表者に対して，

第 77 回大会懇親会にて優秀発表賞が授与されま

した．受賞者の皆様のお言葉を掲載致します． 

 

夜勤時の短時間光曝露がメラトニン分泌と眠気

に与える影響 

木之下 早紀（九州大学大学院） 

 この度は優秀発表賞という非常に名誉な賞を

賜り，大変光栄に存じます．本研究の遂行にあた

ってご指導いただいた樋口重和先生，同研究室の

皆様，そして本研究に参加してくださった皆様に

この場をお借りしてお礼を申させて頂きます． 

 今回賞をいただきました発表は，模擬的夜勤時

に短時間の高照度または低照度光曝露がメラト

ニン分泌と眠気にどのような影響を及ぼすかに

ついて検討したものでした．本研究は被験者を夜

勤中の休憩時間に，10 分間暗い部屋または明るい

部屋に入室させ，メラトニンへの影響を強めた

り，弱めたりすることを明らかにしました．今ま

でにされていない研究，更に自分の知識と経験不

足もあり，条件設定に大変苦労しました．しかし，

このような経験は人一倍の経験と知識を蓄える

良い機会になったと感じています． 

 また，今回私は初めて学会に参加いたしまし

た．上手くディスカッションができるか大変緊張

していましたが，当日は 1 分丁度でショートプレ

ゼンを終え，質疑応答では有意義なディスカッシ

ョンをすることができました．また，発表後もた

くさんのコメントを頂きました．頂いたアドバイ

スを参考にさせていただき，今後も研究に励みた

いと思います． 

 最後となりましたが，この度このような賞に選

出して下さった京都大学の若村智子先生，並びに

関係者の皆様，本当にありがとうございました． 

 

水素化マグネシウム入浴剤によるスキンケア作

用 

小番 美鈴（株式会社バスクリン） 

 このたび図らずも受章の栄に浴しましたとこ

ろ，心からお礼申し上げます．本発表では水素発

泡入浴剤のヒト皮膚におけるスキンケア作用に

ついて報告させていただきました．水素は酸化ス

トレスに関連する多くの疾患に対し新たな治療

法となることが医学的にも期待されていますが，

弊社においても 10 年前から新たな素材として水

素の抗酸化作用に注目し研究開発に注力してき

ました．私自身は本発表が入社してから初めての

学会報告となりましたが，背景には入社以前から

安全使用のための水素発生法の検討，安定化を図

るための製剤設計，入浴剤で実現可能な低濃度水

素の光老化に対する表皮細胞試験など，自宅で安

全に，そして効果的に水素を使用するための理想

形を追い求め精力的に研究されてきた諸先輩の

存在があります．水素入浴剤による「やけど」の

報告が公表されて以来，水素に対する関心も徐々

に薄れつつありますが，安全使用を第一に水素を

安定的に発生させることができればお風呂での
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エイジングケアが可能となり，加齢に伴う皮膚機

能の低下抑制に期待が持てると考えます． 

 忙しさに追われると自分を労わることを後回

しにしがちですが，肌や心身をケアしてあげるこ

と，その積み重ねが未来の健康を創り上げます．

その日の症状をその日のうちに癒して 1日を終え

る．それが翌日からの前向きさに繋がると実感し

ています．今後も人々の美と健康の実現を目指し

精力的に研究し続けます． 

 

意識を司る脳機能の解明に向けて 

元村 祐貴（九州大学） 

 今回このような栄誉ある賞をいただくことが

でき，誠に嬉しく感じております．本研究ではグ

ラフ理論解析という比較的新しい機能的 MRI デ

ータの解析手法を用いて，視床を中心とするネッ

トワークと主観的な眠気の指標との関連につい

て検討しました．成人男性 15 名が睡眠延長＋全

断眠試験に参加し，試験の各ポイントにおいて眠

気の計測と安静時脳機能の撮像を受け，その際の

データを解析しました．眠気の増加に伴い，視床

と他領域との結合の本数が低下し，視床における

活動が脳全体へ与える影響が減少することを示

し，意識水準に対する視床の影響を明らかにする

とともに，脳機能画像にグラフ理論を応用して睡

眠･意識の研究を行うことの有用性を示唆した研

究であると考えています．この研究は前所属先の

国立精神･神経医療研究センター精神保健研究所

精神生理研究部にて実施した研究で，14 泊 15 日

という非常に長期間被験者を拘束する必要があ

る大変な実験でした．2 年間ほどかけて 4 回実施

し，多くの研究者が協力して成し遂げることので

きた大きな仕事であると思っています．実験が終

了したのは４年ほど前ですが，最近になり次々と

関連する論文が発表されていて感慨深く感じて

います．この研究も学会発表だけではなく，早く

論文を執筆し，良いジャーナルに掲載されるよう

に努力しなければいけません．今回このような賞

をいただけたということを弾みに，今後とも精進

してまいりますのでどうか応援よろしくお願い

いたします．最後に，この研究をともにやり遂げ

た精神生理部の皆様，ご指導いただいた部長･三

島和夫先生に感謝を申し上げます． 

 

前列左から小番さん（株式会社バスクリン），安河
内会長，木之下さん（九大大学院），若村 76 回大会
長（京大），元村さん（九大），元村さんの共同研
究者･三島先生（国立精神･神経医療研究センター），
後列左から小番さんの研究開発グループ長･石澤太
市さん，同取締役･調香師の綱川光男さん，木之下さ
んの指導教官･樋口大会長 

 

【2019 年度科研費応募について】 

 今号出版直後の 9 月初旬より，来年度の科研費

申請が始まります．昨年から大きな変更が行われ

ております．科研申請は自らの研究進捗に貢献す

るだけでなく，研究方針を確かめる上でも役立ち

ますので，応募条件を次頁にフローチャート形式

で纏めました．御参照頂けますと幸いです． 

 

【学会動静】 

＜大会予定＞ 

･第 78 回大会：2018 年 10 月 27-28 日，東京大学 

･第 79 回大会：2019 年 春期，      東海大学 

･第 80 回大会：2019 年 春期，  名古屋市立大学 

･第 81 回大会：                    高知大学 
 

from Editor 
 

次号No.4の原稿締切は2018年10月31日です 
 

 
▽さて，今号が皆様のお手元に届けられる頃に
は，来年度の科研申請が始まっています．研究
者にとっての秋は科研申請シーズンでもあり
ます．研究意義を相手に分かりやすく伝える工
夫を行ったり，最新動向を再確認する上でも，
科研申請は絶好の機会となると思います．是
非，奮って応募しましょう（安陪大治郎）． 

 

▽PANews 編集事務局 

安陪大治郎 九州産業大学 健康･スポーツ科学センター  

メールアドレス panews＠jspa.net 

※お問い合わせはこのアドレスにお送り下さい． 
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